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今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
八
重
の
桜
」
で
は
会
津

出
身
の
女
性
を
主
人
公
に
、

幕
末
の
動
乱
の
時
代
が
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
村
内
に
も

戊
辰
戦
争
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

桜
が
あ
り
ま
す
。
桜
は
「
戊

辰
桜
」と
呼
ば
れ
る
山
桜
で
、

米
多
目
的
運
動
広
場
脇
の
山

に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木

の
そ
ば
の
碑
に
は
、　

　
「
慶
応
四
年
五
月
一
日
の

白
河
城
落
城
の
折
、
負
傷
し

桜
を
見
に
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
桜
並
木
を
見
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

　
春
の
陽
射
し
の
中
、
桜
花
の

香
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く
歩

き
ま
し
ょ
う
。

●
期　
日

　
平
成
25
年
４
月
20
日
（
土
）

　
　
　
小
雨
決
行

●
時　
間

 

・
受　
付　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
50
分

 

・
開
会
式　
午
前
９
時

 

・
ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
30
分

●
集
合
場
所

　
太
陽
の
国
厚
生
セ
ン
タ
ー
前

●
コ
ー
ス

○
太
陽
の
国
周
辺
の
３
コ
ー
ス

　
①
7.5
ｋ
ｍ

　
②
3.5
ｋ
ｍ

　
③
2.1
ｋ
ｍ

○
田
土
ヶ
入
水
芭
蕉
周
辺
コ
ー
ス

　
④
3.7
ｋ
ｍ
（
先
着
25
名
）

　
①
～
③
コ
ー
ス
に
つ
き
ま
し

　
て
は
、
当
日
参
加
も
可
能
で

　
す
が
完
歩
証
に
お
名
前
が
入

　
り
ま
せ
ん
。

た
会
津
藩
士
が
西
軍
か
ら
逃

れ
、
こ
の
場
所
に
身
を
隠
し

た
。
は
じ
め
会
津
藩
士
は
、

こ
の
地
に
住
む
住
人
か
ら
も

逃
げ
て
い
た
が
次
第
に
打
ち

解
け
、
住
居
や
食
事
な
ど
の

世
話
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
や
が
て
傷
が
治
り
会
津

に
帰
る
時
に
、
住
人
に
感
謝

を
込
め
て
山
桜
を
植
え
た
。

住
人
は
こ
の
桜
を
戊
辰
桜
と

名
付
け
記
念
樹
と
し
た
。
住

人
の
子
孫
は
こ
れ
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
記
念
碑
を
建

立
し
た
。」

と
い
う
内
容
の
桜
の
由
来
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
９
回  

源
流
の
郷  

観
桜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　              

参
加
者
募
集

　
暖
か
な
日
が
増
え
、
よ
う

や
く
寒
さ
の
厳
し
か
っ
た
冬

か
ら
、
春
へ
の
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
　

　
桜
の
開
花
ま
で
、
も
う
す

ぐ
で
す
。
　

　

桜
は
春
を
代
表
す
る
花
の

一
つ
。
県
内
に
は
全
国
的
に

有
名
な
桜
の
名
所
が
多
い
で

す
が
、
村
内
に
も
美
し
い
一

本
桜
や
桜
並
木
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
名
所
が
あ
ち
こ
ち

に
あ
り
ま
す
。そ
の
中
か
ら
、

一
の
又
地
区
に
あ
る
福
島
県

総
合
社
会
福
祉
施
設
「
太
陽

の
国
」
と
堀
川
親
水
公
園
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
太
陽
の
国
の

敷
地
や
敷
地
内
を
流
れ
る
堀

川
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
七
百

本
以
上
の
桜
の
木
が
、
雪
の

残
る
那
須
連
峰
を
背
景
に
し

て
咲
く
風
景
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
冬
の
終
わ
り
と

春
の
盛
り
の
風
景
が
同
居
し

て
お
り
、
東
北
に
遅
い
春
が

よ
う
や
く
訪
れ
た
こ
と
を
実

感
で
き
る
よ
う
な
風
景
で

す
。
公
園
内
は
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

散
歩
が
て
ら
桜
を
見
に
訪
れ

て
く
だ
さ
い
。

●
日　
時　
　

　
　
平
成
25
年
４
月
20
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
予
定

●
場　
所　

　
　
福
島
県
総
合
社
会
福
祉

　
　
施
設
「
太
陽
の
国
」

●
内　
容

　
　
各
種
団
体
に
よ
る
出
し
物

　
　

や
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー

　
　
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

　
　
西
郷
村
さ
く
ら
祭
り
実
行

　
　
委
員
会
事
務
局
（
福
島
県

　
　
社
会
福
祉
事
業
団
）

　
　
☎
２
５
―
３
０
２
０

※
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
ラ
イ
ト

　
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す
。

▲ふわふわドーム楽しいね！（昨年のさくら祭り） ▲会津彼岸獅子（昨年のさくら祭り）▲わたあめ、おいしそう！（昨年のさくら祭り）

感
謝
を
こ
め
た
山
桜

　

戊
辰
戦
争
に
よ
り
村
の
約

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
屋
が

焼
か
れ
る
な
ど
多
大
な
被
害

を
受
け
た
う
え
、
戦
乱
で
農

作
業
が
ほ
と
ん
ど
行
え
ず
困

窮
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
住
人
は
会
津
藩
士
を
介

抱
し
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
に

植
え
ら
れ
た
桜
は
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
・
平
成
と
時
代

を
超
え
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
桜
、

何
も
由
来
は
な
い
が
き
れ
い

な
桜
、
あ
な
た
の
身
近
に
も

様
々
な
桜
が
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
も
お
気
に
入
り
の
桜
を

探
し
に
で
か
け
ま
せ
ん
か
。

▲戊辰桜

　
④
コ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
は

　
先
着
25
名
に
な
り
次
第
締
め

　
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
持
ち
物

　
水
筒
、
雨
具
、
帽
子
、
健
康

　
保
険
証
（
写
し
）

●
参
加
資
格

　
健
康
な
状
態
で
参
加
で
き
る

　
方
。
但
し
、
幼
児
は
保
護
者

　
の
、
障
が
い
者
は
介
助
者
の

　
同
伴
が
必
要
で
す
。

●
参
加
料

　
無
料

●
申
込
方
法

　
平
成
25
年
４
月
１
日

　
午
前
10
時
か
ら

　
４
月
15
日
の
間
に
生
涯
学
習

　
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
い
。

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　
西
郷
村
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課

 

☎   

０
２
４
８
―
２
５
―
２
３
７
１

 

℻    

０
２
４
８
―
２
５
―
２
７
５
６

春
の
訪
れ

　

桜
の
た
よ
り
を
待
ち
な
が
ら

西
郷
さ
く
ら
祭
り
が

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す
！

▲太陽の国・堀川沿いの風景（平成 24 年４月 28 日撮影）
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体
育
・
文
化
活
動
の

　
功
績
を
た
た
え
て

　
平
成
二
十
四
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
方
々
の
栄
誉
を
た
た
え
体
育
協
会
表
彰
、
体
育

文
化
成
績
優
秀
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
協
会
表
彰
式

　
二
月
十
四
日
、文
化
セ
ン
タ
ー

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
こ
の
一

年
間
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
優
秀

な
指
導
者
、
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
残
し
た
九
十
一
名
の

個
人
及
び
団
体
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
花
安
紀
夫
体
育
協

会
会
長
が
「
復
興
元
年
と
い
わ

れ
た
こ
の
一
年
で
し
た
が
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る
多
く
の
皆
様
の
活
躍
に

よ
っ
て
、
村
民
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
、
式
辞
で
受
賞
者
を
た
た
え

ま
し
た
。
表
彰
状
の
授
与
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
柳
沼
美
智
子

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

柳
沼
　
美
智
子（
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）

　
連
盟
の
事
務
局
と
し
て
、
長
年

　

に
わ
た
り
団
体
の
発
展
及
び
ス

　

ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
。

長
谷
川
　
寛
（
西
郷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　
平
成
七
年
か
ら
小
田
倉
ミ
ニ
バ

　

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

　

年
団
の
指
導
者
と
し
て
青
少
年

　
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

鈴
木
　
敏
二
（
西
郷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　
平
成
三
年
か
ら
米
ス
ポ
ー
ツ
少

　

年
団
（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　

ル
）
の
指
導
者
と
し
て
青
少
年
健

　

全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

鈴
木
　
ヤ
ス（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

第
21
回
福
島
民
報
杯
県
グ
ラ
ウ

　

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
女
子
第
３
位

【
優
秀
指
導
者
賞
】

菊
地
　
勝
市
　（
西
郷
柔
道
会
）

　
平
成
三
年
か
ら
理
事
と
し
て
村

　

の
柔
道
の
発
展
に
尽
力
し
、
平

　

成
十
三
年
か
ら
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
の
コ
ー
チ
と
し
て
小
・

　

中
学
生
を
指
導
。

菊
地
　
正
良
（
西
郷
山
岳
会
）

　
西
郷
山
岳
会
に
十
年
以
上
在
籍

　

し
、
山
岳
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と

　

し
て
、
そ
の
技
術
の
伝
達
指
導

　

を
行
っ
て
い
る
。

【
特
別
賞
】

佐
々
木
　
堅
次（
白
河
実
業
高
３
年
）

　
第
4
回
全
日
本
ス
テ
ー
ジ
レ
ー

　

ス
（
自
転
車
）
団
体
優
勝

北
野
　
亮
介
　（
熊
倉
小
６
年
）

檜
山
　
遥
斗
　（
熊
倉
小
６
年
）

　
第
11
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会
５
年
男
子
の
部
優
勝
他

鈴
木
　
竜
弥
　（
羽
太
小
６
年
）

根
本
　
拓
哉
　（
羽
太
小
６
年
）

北
野
　
敦
貴
　（
熊
倉
小
４
年
）　

久
我
　
知
輝
　（
米　
小
５
年
）

　

第
29
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
団
体
優
勝

小
山
　
舞　
　
（
西
一
中
３
年
）

鈴
木
　
梨
沙　
（
西
一
中
３
年
）

　

第
43
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会
女
子
個
人
戦
優
勝

【
優
秀
選
手
賞
】

宗
像
　
純
花   （
小
田
倉
小
４
年
）

　
第
23
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

　

ス
選
手
権
大
会
女
子
２
部
準
優

　

勝
他

中
島
　
萌
花
　（
白
二
小
６
年
）

　
第
28
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
県
選
考
会
リ
レ
ー
女

　

子
４
×
100
ｍ
リ
レ
ー
準
優
勝

金
山
　
結
莉
　（
熊
倉
小
５
年
）

　

第
36
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
女
子
走
り
幅
跳
び
優
勝

佐
藤
　
真
耶     （
熊
倉
小
６
年
）

　

第
36
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
女
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

優
勝

秋
山
　
優
希     （
熊
倉
小
５
年
）

　
第
28
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

　

交
流
大
会
県
選
考
会
５
年
男
子

　

100
ｍ
第
３
位

髙
久
　
み
な
み
（
熊
倉
小
６
年
）

　

第
７
回
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル
フ

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
東
北
予
選
大
会

　

４
～
６
年
生
女
子
の
部
準
優
勝
他

遠
藤
　
飛
翔   （
小
田
倉
小
６
年
）

　
第
22
回
県
小
学
生
リ
レ
ー
カ
ー

　

ニ
バ
ル
男
子

1000
ｍ
優
勝
他　
　

  

渡
邊
　
祐
希     （
白
二
中
３
年
）

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
剣

　

道
競
技
男
子
個
人
優
勝
他

坂
内
　
隆
一
　（
白
二
中
１
年
）　

　

第
10
回
県
中
学
校
水
泳
選
手
権

　

大
会
１
年
生
男
子
400
ｍ
自
由
形

　

第
３
位

下
田
　
真
莉    （
白
二
中
１
年
）　

　

第
10
回
県
中
学
校
水
泳
選
手
権

　

大
会
１
年
生
女
子
100
ｍ
バ
タ
フ

　

ラ
イ
第
３
位

深
谷
　
早
希     （
白
二
中
２
年
）

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
陸

　

上
競
技
大
会
女
子
四
種
競
技

　

準
優
勝
他

根
本
　
想          （
西
一
中
３
年
）

鈴
木
　
茜         （
西
一
中
３
年
）　

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人
準

　

優
勝　
　

熊
田
　
海
星     （
西
一
中
２
年
）

　
平
成
24
年
度
県
中
学
校
新
人
柔

　

道
大
会
73
㎏
級
準
優
勝　

神
庭
　
佑
典     （
西
一
中
１
年
）

　

平
成
24
年
度
県
中
学
校
新
人
柔

　

道
大
会
50
㎏
級
第
３
位　

高
久
　
み
な
み
（
西
一
中
２
年
）

　

平
成
24
年
度
県
中
学
校
新
人
柔

　

道
大
会
57
㎏
級
第
３
位　

石
田
　
望         （
西
一
中
３
年
）

　
第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
柔

　

道
競
技
81
㎏
級
第
３
位

和
知
　
悟
志
　（
西
一
中
３
年
）　

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
陸

　

上
競
技
走
り
高
跳
び
準
優
勝

根
本
　
大
地　
（
西
一
中
１
年
）　

渡
辺
　
俊
樹    （
西
一
中
２
年
）

　
第
32
回
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
個
人
第
３
位

仁
平
　
雄
斗    （
西
二
中
３
年
）

　
第
16
回
東
北
学
童
少
年
軟
式
野

　

球
大
会
第
３
位

中
村
　
和
樹　
（
西
二
中
３
年
）

渡
邉
　
亘　
　
（
西
二
中
３
年
）

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子
個
人
準

　

優
勝　
　

久
我
　
奈
々
子
（
西
二
中
２
年
）　

　
第
40
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会
女
子
個
人
準
優
勝

武
田
　
理
夏
子
（
西
二
中
２
年
）

氏
家
　
日
菜      （
西
二
中
２
年
）

　

第
32
回
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
個
人
準
優
勝

西
村
　
将
太
　（
西
二
中
１
年
）

林
　
　
民
生
　（
西
二
中
１
年
）　

　

第
32
回
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
個
人
第
３
位

小
林
　
健　
　
（
西
二
中
２
年
）

内
山
　
健
人　
（
西
二
中
２
年
）

芳
賀
　
翼　
　
（
西
二
中
２
年
）

　
平
成
24
年
度
県
中
学
校
地
区
選

　

抜
強
化
競
技
会
（
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

ボ
ー
ル
）
準
優
勝　

我
妻
　
信
弥   （
西
二
中
２
年
）　

　
平
成
24
年
度
県
中
学
校
新
人
柔

　

道
大
会
81
㎏
級
第
３
位　

鈴
木
　
優
樹
（
学
法
石
川
高
２
年
）

月
岡
　
順　

 （
学
法
石
川
高
１
年
）

　

平
成
24
年
度
県
高
等
学
校
新
人

　

体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

男
子
団
体
準
優
勝
他

大
竹
　
優
里
奈（
学
法
石
川
高
１
年
）

　

平
成
24
年
度
県
高
等
学
校
新
人

　

体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

女
子
第
３
位

深
谷
　
柊
平
（
学
法
石
川
高
２
年
）

　

第
94
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

　

手
権
県
大
会
準
優
勝
他

佐
藤
　
環
　
　（
白
河
高
１
年
）

　
平
成
24
年
度
県
高
等
学
校
新
人

　

体
育
大
会
剣
道
競
技
女
子
団
体

　

優
勝

斎
藤
　
龍　
　
（
白
河
高
３
年
）

　

第
58
回
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　

剣
道
競
技
男
子
団
体
第
３
位

宮
内
　
渉　
　
（
白
河
高
２
年
）

高
橋
　
初
稀    （
白
河
高
２
年
）

河
野
　
悠
樹    （
白
河
高
２
年
）

鈴
木
　
智
之    （
白
河
高
２
年
）

緑
川
　
慶
　　
（
白
河
高
１
年
）

　

第
64
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学

　

校
野
球
県
大
会
準
優
勝

北
野
　
浩（
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
29
回
全
日
本
小
学
生
選
手
権

　

大
会
県
代
表
監
督
を
務
め
団
体

　

戦
で
優
勝
。
多
く
の
子
ど
も
を

　
指
導
し
優
秀
な
選
手
を
育
て
た
。

▲表彰を受ける柳沼美智子さん
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大
原
　
侑
也
（
白
河
旭
高
２
年
）

小
島
　
涼　

  （
白
河
旭
高
１
年
）

　

平
成
24
年
度
県
高
等
学
校
体
育

　

大
会
剣
道
競
技
男
子
団
体
優
勝

　

他
中
川
　
穂
乃
佳
（
白
河
旭
高
１
年
）

　
第
49
回
県
選
抜
高
等
学
校
バ
ス

　

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
優

　

勝
他

尾
股
　
美
佳 

　（
白
河
旭
高
１
年
）

辻
　
　
菜
摘     （
白
河
旭
高
１
年
）

　

平
成
24
年
度
県
高
等
学
校
新
人

　

体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

団
体
女
子
第
３
位
他

河
野
　
竜
太
（
白
河
実
業
高
２
年
）

　

第
46
回
県
高
等
学
校
新
人
体
育

　

大
会
自
転
車
競
技
４
㎞
速
度
競

　

争
優
勝
他

真
船
　
駿
太
郎（
白
河
実
業
高
２
年
）

　

第
46
回
県
高
等
学
校
新
人
体
育

　
大
会
自
転
車
競
技
３
㎞
イ
ン
デ
ィ

　

ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

　

優
勝

西
　   

史
晃
（
白
河
実
業
高
２
年
）     

小
林
　
涼
太
（
白
河
実
業
高
１
年
）

小
山
　
裕
也
（
白
河
実
業
高
１
年
）

飯
田
　
隼
人
（
白
河
実
業
高
２
年
）

　

平
成
24
年
度
県
高
等
学
校
新
人

　

体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

　

男
子
団
体
の
部
第
３
位

村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
男
子

　
第
11
回
県
市
町
村
対
抗
小
学
生

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
１
部
優
勝

　
他

村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
女
子

【
優
秀
団
体
賞
】

　

第
11
回
県
市
町
村
対
抗
小
学
生

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
１
部
準
優

　

勝
他

米
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
４
回
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
タ
ソ

　

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
新
人
戦
県
南

　

予
選
大
会
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
男
子

　

第
14
回
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
新
人
大
会
男
子
の
部
優
勝

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
女
子

　

第
28
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

ボ
ー
ル
優
勝
大
会
兼
第
44
回
全

　

国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

　

会
県
予
選
会
女
子
の
部
準
優
勝

小
田
倉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

　

第
４
回
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
タ
ソ

　

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
新
人
戦
県
大

　

会
第
３
位　

に
し
の
さ
と
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

　

第
５
回
Ｇ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｅ
カ
ッ
プ

　

県
南
大
会
優
勝
他

西
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
男
子

　

第
22
回
学
校
対
抗
県
中
学
校
新

　

人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団

　

体
第
３
位
他

西
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
女
子

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
団
体
優

　

勝
他

西
二
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　

　

第
40
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会
男
子
団
体
優
勝
他

西
二
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
団
体
準

　

優
勝
他

西
二
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
39
回
県
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ

　

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
第
３
位

田
辺
　
将
大
（
白
河
実
業
高
３
年
）

　
第
65
回
県
総
合
体
育
大
会
陸
上

　

競
技
や
り
投
げ
第
３
位

鈴
木
　
葵　
　

   （
光
南
高
３
年
）

長
潟
　
亜
理
紗
（
光
南
高
３
年
）

長
潟
　
絵
理
香
（
光
南
高
２
年
）

　
平
成
24
年
度
県
高
等
学
校
体
育

　

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

第
３
位

佐
藤
　
勇　
　

    （
光
南
高
３
年
）

仁
平
　
翔
太
郎    （
光
南
高
３
年
）

　

第
94
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

　

手
権
県
大
会
第
３
位

八
木
澤
　
天
成    （
光
南
高
２
年
）

　

第
64
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学

　

校
野
球
県
大
会
第
３
位
他

加
賀
沢
　
圭
佑    （
田
村
高
２
年
）

　

第
58
回
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子
団
体

　

優
勝
他

小
中
学
校
体
育
文
化

成
績
優
秀
者
表
彰
式

   

二
月
二
十
七
日
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ 

、
平
成

二
十
四
年
度
に
文
化
・
体
育
関
係

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
小
・
中

学
生
等
の
個
人
及
び
団
体
の
方
々

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
を
代
表
し
、

宮
本
裕
子
さ
ん
（
西
二
中
３
年
）

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
文
化
関
係
】

深
谷
　
茉
那
　（
熊
倉
小
２
年
）

　
第
57
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展　

　

毛
筆
の
部　

書
き
ぞ
め
大
賞

伊
藤
　
吏
玖     （
熊
倉
小
３
年
）

　

第
57
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展　

　

毛
筆
の
部　

書
き
ぞ
め
準
大
賞

赤
坂
　
希
美
　（
小
田
倉
小
１
年
）

　
第
57
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展　

　

硬
筆
の
部　

書
き
ぞ
め
準
大
賞

安
部
　
魁
生    （
小
田
倉
小
４
年
）

　

第
57
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展　

　

毛
筆
の
部　

書
き
ぞ
め
準
大
賞

安
部
　
湧
大
　（
西
一
中
１
年
）

　
ふ
く
し
ま
エ
コ
川
柳
・
エ
コ
と

　

わ
ざ
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
エ
コ
と

　

わ
ざ
の
部
最
優
秀
賞

金
澤
　
優
太
　（
西
二
中
１
年
）

　

第
56
回
日
本
学
生
科
学
賞
読
売

　

新
聞
社
福
島
支
局
長
賞

鈴
木
　
悠
　
　（
西
二
中
１
年
）

　
第
47
回
県
小
中
学
校
民
友
図
画

　

コ
ン
ク
ー
ル
中
学
１
年
生
の
部

　

特
選

金
田
　
望
沙
（
西
二
中
２
年
）　

　

第
47
回
県
小
中
学
校
民
友
図
画

　

コ
ン
ク
ー
ル
中
学
２
年
生
の
部

　

特
選

湊
　
　
晴
香
（
西
二
中
３
年
）　

　

第
47
回
県
小
中
学
校
民
友
図
画

　

コ
ン
ク
ー
ル
中
学
３
年
生
の
部

　

特
選

宮
本
　
裕
子
　（
西
二
中
３
年
）

　

愛
鳥
週
間
用
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ

　

ン
ク
ー
ル
県
中
学
校
の
部
代
表

　

全
国
大
会
入
選

【
体
育
関
係
】

佐
藤
　
真
耶     （
熊
倉
小
６
年
）

　
第
36
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
女
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

第
１
位　
（
大
会
新
）

湯
浅
　
紗
羅
　（
熊
倉
小
６
年
）

　

第
36
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
女
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

第
２
位
（
大
会
新
）

鈴
木
　
健
土
　（
熊
倉
小
６
年
）

　

第
36
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
男
子
1000
ｍ
走
第
４
位

　
（
大
会
新
）

遠
藤
　
飛
翔    （
小
田
倉
小
６
年
）

　
第
36
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
男
子
1000
ｍ
走
第
１
位

　
（
大
会
新
）

田
邉
　
雅
人
　（
西
二
中
２
年
）

渡
辺
　
奎
吾
　（
西
二
中
２
年
）　

　

第
55
回
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個
人
優
勝
他

大
貫
　
彩
　
　（
西
二
中
２
年
）　

　

第
40
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
大
会
個
人
準
優
勝

　

次
の
方
々
は
村
体
育
協
会
表
彰

も
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
で
詳
細
は

省
略
し
ま
す
。

小
山
　
舞
　　
（
西
一
中
３
年
）

鈴
木
　
梨
沙
　（
西
一
中
３
年
）

鈴
木
　
茜         （
西
一
中
３
年
）

根
本
　
想         （
西
一
中
３
年
）

久
我
　
奈
々
子    （
西
二
中
２
年
）

西
一
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　
女
子

西
二
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　

西
二
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
　

【
特
別
奨
励
賞
】

羽
太
小
学
校

　

平
成
二
十
四
年
度
地
球
温
暖
化

　

防
止
の
た
め
の「
福
島
議
定
書
」

　

事
業
最
優
秀
賞
他　

【
伝
達
】

佐
藤
　
倫
子
（
西
一
中
３
年
）

　

平
成
二
十
四
年
度
中
学
生
・
高

　

校
生
の
国
際
理
解
・
国
際
交
流

　

論
文
朝
河
貫
一
賞
入
選

村
立
西
郷
幼
稚
園

　

平
成
二
十
四
年
度
地
球
温
暖
化

　

防
止
の
た
め
の「
福
島
議
定
書
」

　

事
業
特
別
賞　

▲表彰を受ける宮本裕子さん（西二中３年）

ふ
く
し
ま
駅
伝
西
郷
村
チ
ー
ム

　
第
24
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅

　

伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

　

村
の
部
優
勝　

【
特
別
優
秀
団
体
賞
】
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火災にそなえて

　春季全国火災予防運動行事の一環として約
200 人が参加し、第一方面隊は羽太地区、第
二方面隊は追原地区、第三方面隊は一の又地区
で消防団方面隊別火災防御訓練が行われまし
た。雪交じりの強い風の吹く中、サイレンを鳴
らし消防車で現場に到着した団員は、迅速な動
きで消火活動を行っていました。

　米小学校で長なわ記録会が行われ、１年生か
ら６年生まで学年ごとに５分間の長なわ跳びに
チャレンジしました。1・2 年生は 200 回台、3・
4・5 年生は 300 回台の記録を出しました。学
年が上がるごとに記録が伸びていき、６年生は
500 回台の記録を出しました。
　子どもたちは会場からの応援の掛け声にあわ
せ、元気に良く長なわを跳んでいました。

　平成 24 年度西郷単位制総合大学の卒業式が
文化センターで行われ、短大生２人と大学生
15 人に卒業証書が授与されました。大学生の
卒業は今回が初めてです。加藤征男学長から一
人一人に卒業証書が手渡されると、卒業生は学
生として過ごしてきた間の様々な出来事を思
い、感慨深げな様子で受け取っていました。

　村内の３つの保育園の年長児が、上上野原にあ
るラーメン店「いまの家」でラーメンをごちそう
になりました。これは店主の今野さんの息子さん
が小さな頃保育園にお世話になったことを機に始
められ、現在も続けてくださっています。
　子どもたちは大好きなラーメンが自分の前に運
ばれてくると、とてもうれしそうにし、「おいし
いね！」と喜びながら夢中で食べていました。

楽しかった学びの日々
ひ
な
ま
つ
り

　
　
　

た
の
し
い
ね
！

　まきば保育園・みずほ保育園・村立幼稚園でひなまつりが
行われました。子どもたちが自分で作ったおひなさまをみん
なの前で発表したり、ゲームをしたりと各園で趣向をこらし
たイベントを行い、楽しいひなまつりを過ごしていました。

　成人（20 歳）の半分の年齢となった小田倉小学
校４年生児童 76 人が「二分の一成人式」を行い
ました。式では児童から保護者へ、生まれてから
今まで大切に育ててもらった感謝を込めた手紙を
読み、保護者から児童へ、一緒に過ごしてきた日々
の思い出と愛情を込めた手紙を読みました。
　児童にも保護者にも思い出深い式になりました。

ジャンプ！ジャンプ！！

「二分の一」 の成人式

２/25

３/ １

２/15

２/15３/ ３

ラーメン大好き！

３/ １

▲ひなまつりのお話、おもしろいね（みずほ保育園）▲かわいいおひなさまだね（みずほ保育園）

▲いっしょうけんめい作りました！（村立幼稚園）▲ひなあられリレー、どっちが勝ったかな？（村立幼稚園）

▲おひなさまをきれいに飾り付け（まきば保育園）▲メガネ型のおひなさま！（まきば保育園）
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広
報
誌
よ
も
や
ま
話  

　  

第
五
話

保
育
所
の
思
い
出
は･･

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
最
初
の
村
立
保
育
所
と

し
て
開
所
し
た
西
郷
村
保
育
所
（
現
：
み
ず
ほ

保
育
園
）。
当
時
の
子
ど
も
た
ち
は
現
在
三
〇
～

四
〇
代
。
親
子
二
代
で
入
園
す
る
子
も
い
る
そ
う

で
す
。

　

昭
和
五
十
二
年
四
月
七
日
、西
郷
村
保
育
所
で
、

初
め
て
の
入
所
式
が
行
わ
れ
、
三
十
七
人
の
子
ど

も
た
ち
が
入
所
し
ま
し
た
（
定
員
六
〇
人
）。

　

前
み
ず
ほ
保
育
園
園
長
で
、
開
所
時
に
主
任
保

母
と
し
て
保
育
を
行
わ
れ
た
菅
野
美
代
子
さ
ん
に

当
時
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
は
じ
め
村
民
の
方
々
に
は
『
小
さ
な
子
ど
も

を
預
け
て
ま
で
働
か
な
く
と
も
』
と
思
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
し
た
。
先
生
方
の
多
く
は
短
大
を
卒
業

し
た
ば
か
り
で
、
元
気
は
つ
ら
つ
、
や
る
気
十
分

で
し
た
。
一
年
目
の
家
庭
訪
問
で
は
車
の
免
許
が

な
い
た
め
、
自
転
車
で
各
家
庭
を
回
り
ま
し
た
。

当
時
、
保
育
所
周
辺
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
と
四
季
折
々
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
よ

く
散
歩
に
で
か
け
ま
し
た
。
入
所
か
ら
一
年
が
経

ち
、
子
ど
も
が
保
育
所
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
成

長
し
た
姿
を
見
て
、
保
護
者
は
と
て
も
喜
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
保
育
所
は
保
護
者
に
と
っ
て
は

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
場
所
、
子
ど
も

に
と
っ
て
は
楽
し
い
場
所
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
だ

け
た
よ
う
で
、
年
を
追
う
ご
と
に
入
所
希
望
者
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
開
所
当
時
保
育
所
に
入
っ

て
い
た
子
が
親
と
な
り
、
再
び
自
分
と
同
じ
保
育

園
に
入
園
さ
れ
、
二
世
代
に
渡
っ
て
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
い

思
い
出
で
す
」
と
、
菅
野
さ
ん
は
、
約
四
十
年
間
の

保
育
士
生
活
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
、笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲広報西郷：昭和 52 年４月号

西郷村保育所
の入所式

▲開所当時のことを
　話してくださった
　菅野美代子さん

除
染
作
業
を

　
　
わ
か
り
や
す
く

　
西
郷
村
除
染
実
施
計
画
に
基
づ
く
最
重
点

区
域
各
地
で
住
宅
除
染
が
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
、
行
政
区
の
方
々
へ
除
染

実
施
事
前
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
月
に
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
行
政

区
は
東
高
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
行
政
区
と

大
平
行
政
区
（
役
員
の
み
）
で
す
。
会

で
は
地
域
の
放
射
線
量
、
除
染
を
行
う

た
め
に
必
要
な
手
続
き
、
住
宅
の
除
染

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
次
に
除
染
全
体
の
流
れ
に
つ
い

て
、
下
記
の
と
お
り
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
効
果
的
で
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
除
染
作
業
を
実
施
す
る
た
め

に
、
行
政
区
の
方
々
に
よ
る
地
域
協
議

会
の
設
置
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
村

か
ら
行
政
区
へ
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
民
の
方
か
ら
は
、
除
染
作
業
に
関

す
る
様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問
：
庭
の
表
土
を
削
っ
た
部
分
は
？

答
：
土
を
取
っ
た
部
分
に
は
新
し
い
土

　
　

を
入
れ
ま
す
。

問
：
隣
地
が
山
林
の
場
合
、
自
宅
の
敷

　
　
地
か
ら
何
ｍ
の
範
囲
で
や
っ
て
も

　
　
ら
え
る
の
か
？

答
：
敷
地
か
ら
20
ｍ
の
範
囲
で
す
。

問
：
除
染
作
業
中
の
電
気
代
や
水
道
代

　
　
は
？

答
：
す
べ
て
業
者
が
負
担
し
ま
す
。
業

　
　

者
が
発
電
機
等
で
作
業
を
行
い
ま

　
　

す
。
ま
た
、
作
業
員
が
個
人
宅
に

　
　

ト
イ
レ
を
借
り
に
家
に
入
る
よ
う

　
　

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

説
明
会
で
参
加
者
は
、
除
染
に
関
す

る
具
体
的
な
説
明
を
熱
心
に
聞
き
、
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
安

心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
取

り
戻
す
た
め
、
一
日
も
早
く
除
染
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

▲東高山ニュータウン行政区の方々への除染実施事前説明会（2 月 17 日）

▲「除染及びモニタリング調査
　実施同意書」
　除染作業に入る前、必ず提
　出していただく書類です。

■平成 25 年４月１日から
　除染に関する問合せ先が
　放射能対策課になります。

問
：
除
染
後
の
線
量
の
基
準
は
？

答
：
除
染
前
の
線
量
の
50
％
以
下
に
な

　
　

る
よ
う
作
業
を
行
い
ま
す
。

５
、
除
去
物
の
収
集
・
運
搬 

 

・
除
去
物
の
袋
詰
め
と
搬
出

４
、
除
染
作
業
の
実
施 

 

・
作
業
計
画
書
に
よ
り
除
染
作
業
を

　

実
施　

２
、
除
染
作
業
前
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 

・ 

除
染
対
象（
家
屋
・
宅
地
・
道
路
等
）

　

の
線
量
測
定
及
び
記
録

３
、
除
染
作
業
準
備　

 

・
作
業
計
画
書
に
よ
り
除
染
箇
所
及

　

び
方
法
を
居
住
者
等
に
説
明
・
確

　

認
し
な
が
ら
個
別
に
打
ち
合
わ
せ

 

・
作
業
内
容
に
応
じ
て
、
除
染
機
材

　

等
の
搬
入
及
び
設
置

１
、
除
染
作
業
の
確
認

 

・
建
物
・
土
地
等
の
状
況
調
査
（
モ

　

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
）
を
行
う
た
め

　

の
立
ち
入
り
同
意
の
お
願
い

　
（
同
意
書
に
よ
る
確
認
）

６
、
除
染
作
業
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 

・
作
業
前
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
箇
所
と

　

 

同
じ
場
所
の
線
量
測
定
及
び
記
録

７
、
除
染
作
業
後
の
確
認 

 

・
行
政
区
内
で
の
除
染
終
了
後
、
除

　

染
効
果
説
明
会
で
、
行
政
区
内
で

　

線
量
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

　

説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。

除
染
作
業
の
流
れ

よモーくん

４月２３日（火）

10：30 ～

　　　　　11：00

４月の読み聞かせ会 新
着
図
書

　

４
月
26
日
～
５
月
10
日
は
子
ど
も
読

書
週
間
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
27
日

（
土
）・
28
日
（
日
）
午
前
中
に
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
中
身
に
つ
い
て
は
乞

う
ご
期
待
。

　

ま
た
子
ど
も
読
書
週
間
中
、
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
お
す
す
め
本
」

の
紹
介
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
こ
の
機
会
に
中
央
公
民
館
図
書
室

一
般
書

　

世
界
か
ら
猫
が
消
え
た
な
ら　

川
村
元
気　

　

罪
の
余
白　
　
　
　
　
　
　
　

芦
沢　

央

　

な
で
し
こ
の
誓
い
～
世
界
一
の
心
の
き
ず
な
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
直
彦

絵
本

　

ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た　
　
　
　
　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か

　

た
の
し
い
サ
ー
カ
ス　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ザ
ビ
エ
・
ド
ゥ
ヌ

　

な
い
し
ょ
の
お
と
も
だ
ち　
　
　
　

ビ
バ
リ
ー
・
ド
ノ
フ
リ
オ

　

そ
っ
と
い
ち
ど
だ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ゆ
き
わ
か
こ

　

ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
パ
ン
か
ら
電
気
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
ル
ド
レ
ン
・
ワ
ト
ソ
ン

　

６
わ
の
か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ

４月の休館日
・１日（月）・2日（火）
・８日（月）・15日（月）
・22日（月）・30日（火）

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

よモーくん
ランドセルバージョン

４月１日より、当面の間、閉館時間
を午後５時とさせていただきますの
で、ご了承ください。
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②「
楽
」活
気
溢
れ
る
人
々
の
創
出（
チ

ン
ド
ン
屋
、
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
、

紙
芝
居
な
ど
）

③
「
食
」
懐
か
し
い
匂
い
と
味
の
再

現
（
紅
白
饅
頭
、
軽
ト
ラ
市
、
飲

食
ブ
ー
ス
な
ど
）

④
「
遊
」
懐
か
し
く
て
楽
し
い
遊
び

場
所
の
設
置
（
福
引
、
ベ
ー
ゴ
マ
、

金
魚
す
く
い
な
ど
）

■
問
合
せ

　
公
益
社
団
法
人
白
河
青
年
会
議
所
事
務
局

　

☎
２
２
︱
８
２
８
９

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
、
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
︱
５
４
７
︱
１
７
８
６

第
５
回
「
大
昭
和
祭
り
」

●
開
催
日
時　
４
月
29
日
㈪　

10
時
～
17
時

●
開
催
場
所　
白
河
市
大
工
町
～
新
蔵
町

●
開
催
内
容

①
「
装
」
華
や
か
で
賑
や
か
な
街
の

演
出
（
レ
ト
ロ
看
板
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
展
示
な
ど
）

固
定
資
産
税
の
納
期
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
去
年
、
一

昨
年
と
納
期
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
（
25
年
度
）
よ
り
下
記
の
と
お

り
通
常
の
納
期
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
預
金
残

高
が
不
足
し
て
い
る
場
合
、
引
き
落
と

し
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
残
高
の
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
は
４
月
９
日
ご

ろ
発
送
の
予
定
で
す
。

期
　
別

納
期
限

１
期
（
全
期
）

４
月
30
日
㈫

２
期

７
月
31
日
㈬

３
期

12
月
25
日
㈬

４
期

２
月
28
日
㈮

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
他
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し
て
価

格
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
４
月
30
日
㈫

　
（
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

●
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

西
郷
村
税
務
課
内

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

基
本
調
査
問
診
票
の
書
き
方

説
明
や
相
談
に
お
伺
い
し
ま
す

　　　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県
民
健

康
管
理
調
査
基
本
調
査
」
問
診
票
に
関
す

る
出
前
書
き
方
説
明
会
と
出
前
書
き
方

相
談
会
を
、
実
施
内
容
や
会
場
な
ど
の
ご

要
望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
は
、
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
の
間
で
、
１
回
あ
た
り

10
名
～
15
名
ま
で
対
応
可
能
で
す
。

　
　

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］４月 7・14・21・28 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税

固 定 資 産 税（全 期・１ 期）

           　　　４月 30 日㈫までにお納めください。
　※納税は便利な口座振替で

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 財 政 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　民）

                 　　　　　( 生活環境・地域安全）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

放 射 能 対 策 課 33-5011 議 会 事 務 局 25-2980
福   祉   課 （国　保 ）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946
西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116

商 工 観 光 課 25-2910 学 校 教 育 課 25-2370
農 政 課 25-1116 生 涯 学 習 課 25-2371
建   設   課 （管　理 ）
　　　                       （事　業 ）

25-1117
25-1118

代 表 25-1111

福島県高齢者総合相談センター
　高齢者やその家族が抱えている心配ごとや
悩みごとの相談を電話、面接、手紙またはメー
ルで受け付けています。また専門家による法
律、年金・保険、税金に関する相談もあります。

（相談は無料、秘密は厳守します。通話料は相
談者負担、専門家による相談は要予約。）
●電話番号
　☎０２４－５２４－２２２５
　（祝祭日および年末年始を除く、月～金曜日
　の９時～ 17 時まで）
●Ｅ－ｍａｉｌ
　choju@fukushimakenshakyo.or.jp

福島県認知症コールセンター
　認知症の症状と接し方、医療機関の受診、
介護保険の利用、本人や家族の心身の問題な
どについて、認知症介護経験のある相談員が
電話または面接による助言などを行っていま
す。どなたでもご相談いただけます。

（相談は無料、秘密は厳守します。通話料は相
談者負担）
●電話番号（認知症ほっと電話相談）
　☎０２４－５２２－１１２２
　（祝祭日および年末年始を除く、月～金曜日
　の 10 時～ 16 時まで）

●所在地
　〒 961-8141　福島市渡利字七社宮 111
　（福島県総合社会福祉センター３階）
■問合せ
　福島県社会福祉協議会
　☎０２４－５２３－１２５１

●歯科医　4月休日当番日
7 日 国 馬 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 45-2781

14 日 小 林 歯 科 医 院（白河市）☎ 28-3691
 21 日 斎 須 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-4347

  28 日 泉 崎 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2945
29 日 酒 井 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-2303

●小児科医　4月休日当番日
  7 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
14 日 岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院（白河市）☎ 23-7811
21 日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
28 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
29 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001

●内科・外科医　4月休日当番日
 7 日 明 渓 醫 院（白河市）☎ 27-3060

14 日 小 針 医 院（矢吹町）☎ 42-2366
21 日 さかの整形外科クリニック（白河市）☎ 24-5111

 28 日 佐藤循環器科内科クリニック（白河市）☎ 24-2311
29 日 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします）

　日曜・祝日のみ（９時～ 17 時）



15　Ｈ２５．　４．　１ 広報にしごう No.508　14

　

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
ま
た
は
持
参
の
受
付
期
間
は
、
４

　

月
１
日
㈪
～
２
日
㈫
で
す
。（
２
日
㈫

　

ま
で
の
通
信
日
受
付
有
効
。
郵
便
ま
た

　

は
持
参
の
受
付
期
間
が
短
い
の
で
注

　

意
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
問
合
せ

　

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

☎
０
２
４
︱
５
３
６
︱
４
６
０
２

「
平
成
25
年
度
東
北
地
区
国
立
大

学
法
人
等
職
員
統
一
採
用
試
験
」

●
受
付
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
４
月
15
日
㈪

※
東
北
地
区
国
立
大
学

　

法
人
等
職
員
採
用
試

　

験
実
施
委
員
会
Ｈ
Ｐ

　

上
の
受
験
申
込
画
面

　

か
ら
お
申
込
み
願
い

　

ま
す
。

●
試
験
日
（
１
次
試
験
）

　

５
月
19
日
㈰

●
試
験
内
容　

　

教
養
試
験

●
場
所　

　

福
島
市
、
弘
前
市
、
盛
岡
市
、
仙
台
市
、

　

秋
田
市
、
山
形
市

※
受
験
に
便
利
な
１
都
市
を
選
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

「
引
越
相
談
所
」
開
設

　

引
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る

４
月
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ
る

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
「
引
越
相
談

所
」
を
開
設
し
、
電
話
な
ど
に
よ
る
引
越

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し

て
の
引
越
や
、
引
越
に
伴
う
種
々
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、「
引
越
相
談
所
」
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
相
談
先

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
県
南
支
部

　

☎
２
７
︱
３
６
４
４

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、　

　

９
時
～
16
時
）

　

℻
２
２
︱
３
６
８
７

　
（
終
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座

●
開
始
式　
４
月
16
日
㈫

　

村
文
化
セ
ン
タ
ー　

19
時
～

●
日
程　
全
６
回

※
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　
20
人

●
募
集
期
間　
４
月
３
日
㈬
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
資
格　

那
須
登
山
で
最
低
で
も
峰
の
茶
屋
ま

で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
方

●
参
加
費　
２
，
０
０
０
円

（
開
始
式
に
お
い
て
、
傷
害
保
険
料
・

資
料
・
写
真
代
の
一
部
と
し
て
徴
収
し

ま
す
）

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員
「
国
税
専

門
官
採
用
試
験
」（
大
学
卒
業
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ

　平成 25 年度に村が作成する「広報にしごう」への掲載

広告を募集します。

　掲載できる広告については、村の広報紙に掲載する広告

としてふさわしいものに限ります。

　詳細につきましては、お気軽にお問い合わせください。

●広告の掲載料（掲載１回につき）
　１段すべて（この枠の２倍の大きさ）　　１2,000 円

　１段の半分（この枠の大きさ）　　　　　　6,000 円

■問合せ　企画調整課（広報統計係）

「広報にしごう」への掲載広告募集！

ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

仙
台
国
税
局
に
採
用
さ
れ
る
と
、
税

務
大
学
校
で
研
修
を
受
け
た
後
、
仙
台

国
税
局
管
内
（
東
北
６
県
）
の
税
務
署

に
配
属
さ
れ
ま
す
。

●
試
験
日
（
１
次
試
験
）　
６
月
９
日
㈰

●
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

　
　

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

　
　
　

成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
　
　

業
す
る
見
込
み
の
者

　
　

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

　
　
　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　
〔
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
〕

　
　
４
月
１
日
㈪
～
４
月
11
日
㈭（
受
信
有
効
）

　
〔
郵
送
・
持
参
申
込
み
〕

　
　

申
込
先　

仙
台
国
税
局

　
　

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
２
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
17
時
ま
で

　
　
（
郵
送
の
場
合
は
通
信
日
付
印
有
効
）

■
問
合
せ

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
２
２
︱
２
６
３
︱
１
１
１
１

平
成
25
年
度
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

●
受
験
資
格

　

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年

　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
　

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

　
　

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

　
　
　

成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
　
　

業
す
る
見
込
み
の
者

　
　

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

　
　
　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
日
（
１
次
試
験
）　
６
月
９
日
㈰

　

受
付
開
始　

９
時
５
分

●
場
所　
札
幌
市
、
仙
台
市
、
秋
田
市
ほ
か

●
試
験
区
分

　

労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　

労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

　
４
月
１
日
㈪
～
４
月
11
日
㈭（
受
信
有
効
）

●
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
専
用

ア
ド
レ
スhttp://www.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、

説
明
に
従
っ
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

　

場
合
は
、
人
事
院
地
方
事
務
局
（
所
）、

　

都
道
府
県
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督
署

　

で
受
験
申
込
書
の
交
付
を
受
け
、
郵
送

●
受
験
資
格

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

※
受
験
資
格
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照

　

願
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
東
北
地
区
国
立
大
学
等
採
用
試
験
事
務
室

　

☎
０
２
２
︱
２
１
７
︱
５
６
７
６

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く　

９
時
～
17
時
）

　

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/

　
　

●
善
意 

 
 

 ◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

　
し
ま
す
。

▼
白
岩　

正
義
さ
ん　
　
　
　
【
作
田
】

　
（
２
月
18
日
、
故
白
岩
留
吉
氏
の
遺
志

　

と
し
て
村
福
祉
向
上
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
相
馬　

修
一
さ
ん　
　
　
【
川
前
原
】

　
（
２
月
26
日
、
故
相
馬
喜
平
氏
の
遺
志

　

と
し
て
防
災
活
動
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
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狂犬病予防注射・畜犬登録
日 時 間 場 所

４
／
16
㈫

　9:30 ～　9:55 芝原多目的集会施設前
10:00 ～ 10:20 太陽の国厚生センター入口
10:25 ～ 10:35 伯母沢コミュニティセンター前
10:40 ～ 10:50 馬場坂集乳所跡
11:00 ～ 11:15 稗返地区公民館前
11:20 ～ 11:30 黒川多目的研修会施設前
11:35 ～ 11:50 国道４号旧東亜農道入口
13:05 ～ 13:25 大清水多目的集会施設前
13:30 ～ 14:10 大平コミュニティセンター前
14:15 ～ 14:30 大平公民館前
14:40 ～ 15:00 上野原農民研修センター前
15:05 ～ 15:25 上野原上コミュニティセンター前

４
／
17
㈬

　9:30 ～　9:45 小田倉児童館前
　9:50 ～ 10:00 狼山合住宅団地前
10:05 ～ 10:30 上新田転作技術センター前
10:35 ～ 10:45 前原地区兼子宅脇
10:50 ～ 11:10 下新田コミュニティセンター前
11:15 ～ 11:25 角田車体前
11:30 ～ 11:50 ㈱林養魚場前
13:05 ～ 13:20 下折口原集落センター前
13:25 ～ 13:40 山下公民館前
13:45 ～ 14:00 いわしなクリニック向側駐車場用地
14:05 ～ 14:20 旧折口原公民館前 ( 森下宅隣 )
14:25 ～ 14:45 東高山住宅入口
14:50 ～ 15:10 折口原グランド前

４
／
18
㈭

　9:30 ～　9:40 みやま荘前
　9:55 ～ 10:10 由井ケ原地区公民館前
10:20 ～ 10:45 報徳地区集落センター前
10:55 ～ 11:10 スナック夕陽前
11:15 ～ 11:30 追原コミュニティセンター前
11:35 ～ 11:50 折口屯所前
13:05 ～ 13:15 田土ケ入入口 ( 金山理容店前）
13:20 ～ 13:35 真船コミュニティセンター前
13:40 ～ 13:55 高助バス停前
14:00 ～ 14:15 鶴生地区公民館前
14:20 ～ 14:35 熊倉コミュニティセンター前
14:40 ～ 14:55 旧谷地中屯所跡地

4
／
19
㈮

　9:30 ～　9:40 真名子地区公民館前
　9:45 ～　9:55 牛窪バス停前
10:00 ～ 10:15 虫笠地区集落センター前
10:20 ～ 10:40 上羽太コミュニティセンター前
10:45 ～ 11:00 下羽太地区集落センター前
11:05 ～ 11:15 羽太グリーンタウンコミュニティセンター前
11:20 ～ 11:35 下羽太南バス停前
11:40 ～ 11:55 柏野コミュニティセンター前
13:05 ～ 13:25 長坂多目的集会施設前
13:30 ～ 14:00 米農林漁家婦人活動促進施設前
14:05 ～ 14:20 芳賀設備工業㈱向
14:25 ～ 14:45 間の原コミュニティセンター前

4
／
20
㈯

　9:30 ～ 11:00 西郷村役場
４月 16 日から 19 日までに
注射をできなかった方

すでに登録している場合・・・3,100 円
（内訳：注射技術料 2,550 円 ＋ 注射済票交付手数料 550 円）

新規登録の場合　・・・・・・6,100 円
（内訳：新規登録料 3,000 円 ＋ 予防注射料 3,100 円）

※釣り銭のいらないようお願いします。

次の場合は、予防注射を受ける前に獣医師に申し出てください。
①犬が病気にかかっていると思われる場合
②予防注射でアレルギー様症状などの副反応を起こした
　ことのある犬
③雌犬発情期、妊娠中または分娩後１カ月以内の犬は接種
　できません
④１カ月以内に、ほかの予防注射を受けている場合
⑤犬が高齢で衰弱している場合
※上記に該当する場合、または犬が興奮状態にあるときは
　注射ができない場合があります。
　接種後 24 時間以内は、激しい運動は避けましょう。
　飼い犬が死亡したり、飼い主の変更や住所の変更などが
　生じた場合は、届出が必要となります。詳しくは役場狂
　犬病予防注射担当までお問い合わせください。

■問合せ　住民生活課
　　　　　☎２５－１１１１

【料金】

【注意事項】

　平成 25 年度狂犬病予防注射を表のとおり実施いたします。
　予防注射を受ける際は同封の「狂犬病予防注射申請書」
を必ず持参してください。
　また、申請書裏面の問診票にも必ず記入願います。
　生後 91 日を過ぎたすべての飼い犬は、法律で年１回
の狂犬病予防注射を受けなければなりません。（生後 90
日以内の飼い犬は今回の注射は受けられません。）
　村で実施する狂犬病の予防注射は、年１回（４月）だけ
です。この期間中に都合で受けられない犬は、個別に獣医
師または動物病院で予防注射を受けなければなりません。
　なお、犬の新規飼い主は、今回登録・注射（登録は生涯１回、
注射は年１回）の両方をしていただくようになります。　
　会場には犬を制御できる方が連れてくるようお願いします。
　制御できない場合、お断りする場合があります。

◇日程表

　平成 23 年３月 11 日に発生した「東北地方太平洋沖地震」により，亀裂等の被災を受けていました「西郷
ダム」の直轄災害復旧工事が完了しました。
　ダムの貯留については平成２５年２月１日から開始しており、４月下旬からは２年ぶりに２，４１８ｈａ
の受益地で従前によるかんがい用水の利用が可能となります。この間、西郷ダムの利水者様及び工事現場周
辺住民の皆さまには、大変ご不便とご迷惑をお掛けしました。この場をお借りして感謝申し上げます。

西郷ダム災害復旧工事完了のおしらせ

■問合せ
　東北農政局隈戸川農業水利事業等担当事務所
　☎４４－４６３５

最低賃金件名
最低賃金額

（円） 効力発生日
１時間

     福島県最低賃金
   （下記５産業を除く全産業） 664 円 H24.10. 1

産
業
別
最
低
賃
金

  非鉄金属製造業 778 円 H25.1.11

  電子部品・デバイス・ 電  
  子 回路、電気機械器具、  
  情報通信機械器具製造業

730 円 H25.1.11

  輸送用機械器具製造業 765 円 H25.1.11

  計量器・測定器・分析機器 ・  
  試験機・測量機械器具・ 理化
  学機械器具、時計・同部品、 
  眼鏡製造業

763 円 H25.1.11

  自動車小売業 761 円 H24.12.28

　常用・臨時・パート・アルバイトなどの名称に
かかわらず、福島県内の事業所で働く全ての労働
者に適用されます。

※実際に支払われる賃金から次の賃金を除外した
　ものが最低賃金の対象となります。
①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
②１カ月を超える期間ごとに支払われている賃金
　（賞与など）
③所定労働時間を超える時間の労働に対して支払
　われる賃金（時間外割増賃金など）
④所定労働日以外の労働に対して支払われる賃金
　（休日割増賃金など）
⑤午後 10 時から午前５時までの間の労働に対して
　支払われる賃金のうち、通常の労働時間の賃金
　の計算額を超える部分（深夜割増賃金など）
⑥精皆勤手当、通勤手当および家族手当
※産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務が
　あります。　
　詳しくは、福島労働局賃金室または最寄りの労
働基準監督署にご照会ください。
■問合せ　福島労働局賃金室　
　　　　　☎０２４－５３６－４６０４

必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も

被災状況 復旧完了状況

平成 25 年度



人口と世帯数（3 月 1 日現在）人口 19,986 人（前月比 +15）男 10,008 人（+5）女 9,978 人（+10）世帯数 7,576 戸（+14）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）
・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

モバイル用ホームページはこちら（＾０＾）／↑

※住民基本台帳に基づく人口と世帯数です。

日 月 火 水 木 金 土
1
村内小中学校教職
員合同着任式

（15:30 文化センター）
西郷村消防団辞令
交付式

（19:00 村民体育館）

2
まきば保育園

「入園式」
（10:00 まきば保育園）

みずほ保育園
「入園式」
（10:00 みずほ保育園）

3 4 5
赤十字奉仕団総会

（10:00 高齢者生活
支援センター）

6
献血バス来村

（10:00 イオン白河西郷店）

7 8
村内各小中学校入
学式

（10:00 各小中学校）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

9
村立西郷幼稚園

「入園式」
（10:00 村立西郷幼稚園）

10
新年度行政区長会

（10:00 文化センター）
心配ごと相談会

（13:00 高 齢 者 生 活
支援センター）

11 12
１歳６カ月児健康
診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

13

14 15
行政相談所

（13:30 文化センター）

16 17
６~ ７カ月児健康
相談

（9:30 保健福祉セン
ター）

18 19
３歳児健康診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

20
第９回源流の郷観桜
健康ウォーキング

（8:30 太陽の国周辺）
西郷さくら祭り

（10:00 太陽の国）
献血バス来村

（10:00 イオン白河西郷店）

21 22
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

23
読み聞かせ会

（10:30 文化センター）
西郷村文化協会総会

（13:30 文化センター）

24
赤ちゃんとママの
ふれあいひろば

（10:00 保健福祉セン
ター）
歯科クリニック

（13:00 幼 児、 13:45
６歳児 保健福祉セ
ンター）

25
西郷単位制総合大
学入学式

（13:30 文化センター）

26 27

28 29昭和の日
献血バス来村

（10:00 イオン白河西郷店）

30

2013 年 4 月
April行事
レカ ンダー

●今月の顔────
　　　　歯科クリニックに来ていた（2/19）
　　　　　　　可愛らしい子どもたちです。

　
三
月
も
中
旬
と
な
り
、
今
年

度
も
も
う
少
し
で
す
。

　
最
近
あ
っ
た
出
来
事
。

　
学
生
時
代
の
友
人
が
、
遠
く

宮
崎
県
か
ら
遊
び
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
一
泊
二
日
と
短
い
間

で
し
た
が
、
雪
割
橋
や
温
泉
、

雪
に
埋
も
れ
る
那
須
甲
子
道

路
、
ア
ル
パ
カ
と
ラ
ー
メ
ン
等
、

濃
密
な
二
日
を
楽
し
ん
で
く
れ

た
よ
う
で
し
た
。

　
中
で
も
喜
ん
で
く
れ
た
の

が
、
雪
の
中
の
温
泉
と
那
須
甲

子
道
路
で
し
た
。
宮
崎
で
は
雪

が
積
も
る
こ
と
は
な
く
、
プ
ロ

野
球
の
キ
ャ
ン
プ
に
来
る
ぐ
ら

い
暖
か
い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま

で
雪
を
見
た
こ
と
が
あ
ま
り
無

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
一
面

の
雪
を
見
る
と
、
三
十
歳
過
ぎ

た
友
人
が
、
子
供
の
よ
う
に
雪

を
投
げ
て
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し

た
。

　
ま
た
友
人
は
「
村
」
と
い
う

と
、
山
の
中
の
風
景
を
思
い
描

い
て
い
た
そ
う
で
が
、
新
幹
線

の
駅
や
、
高
速
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
あ
る
街
並
み
に

「
村
じ
ゃ
な
い
と
や
！
」
と
宮

崎
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
連

呼
し
て
い
ま
し
た
。

　
西
郷
村
の
人
口
は
、
も
う
少

し
で
二
万
人
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
村
外
か
ら
の
転
入
者

さ
ん
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
村

で
す
。「
転
入
者
さ
ん
、
い
ら
っ

し
ゃ
～
い
！
」
い
つ
ま
で
も
温

か
く
迎
え
ら
れ
る
村
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

編
集
者
の

つ
ぶ
や
き
。

※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。


